






































平成 総コマ 専任 非常勤 専任比率
1年 221コマ 68コマ 153コマ 30.8%
2年 230 68 162 29.4%
3年 245 65 180 26.5%
4年 257 65 192 25.1%
5年 274 59 215 21.5%





































































1級 0名 準1級 2名 2級 71名
大学3年､4年になって上級英語を選択したいか
する25% しない44% わからない31%
(5)再履修者の激増と処理
1･2年次の必修単位を落とした者を対象に英
語Ⅲ (再履修クラス)を開講している｡現在2000
名の登録者がいて､1クラス100名を超すのもあ
り､出席率も悪い｡そこで過去6年アンケートを
とり下記のことが判明した｡英語Ⅰ･Ⅰを落とし
たのは､病気 ･事故のため2%､学力不足23%､
授業 ･教師-の不満55%､アルバイト･クラブ活
動多忙17%､学習意欲なし16%､英語嫌い20%､
学習方法わからず6% (複数回答)
平成4年度から英語Ⅲの履修者を減らすため出
席は3分の2以上､合格しても50点を原則とする
ことにしたが､根本的な解決に迫られている｡
(6) 15の提案
1.1クラスの人数を現在の半数以下にする｡
2.そのためには講堂 (教室) ･教員ともに不足
するので､必修をやめて英語は選択とする｡
3.選択にするもう一つの重要な理由は､本人の
学習意欲を尊重するためである｡
4.基礎力がなく英語を基礎からやりなおしたい
学生のために基礎特訓クラスを設ける｡
5.学力 ･意欲とも勝れた学生のために特訓上級
クラスを設ける｡この2つの特訓クラスは月
曜日から金曜日まで毎日演習する｡
6.英語選択希望者が教員数､講堂数に比べて多
すぎる場合は東京大学方式で多人数クラスと
小人数演習クラスを並立させる｡
7.英語Ⅰ･Ⅰの到達目標を語桑数 ･レベルで明
示する｡
8.英検 ･TOEF･TOEICコースを開講する｡
9.他大学 ･機関 ･検定制度などとの単位互換を
すすめる｡
10.魅力と特色ある授業研究 ･公開等を促進する｡
ll.授業の始めと途中に学生から各教員がアン
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(5)
ケ-トをとりつつ授業を進める｡
12.大学の自己評価委員会の費用と計画により､
慶応大学 (藤沢)が実施しているような学生
によるアンケートを学期末に実施して､授業
方法 ･内容の参考にする｡
13.各教員が授業に工夫し､その結果の発表や研
究会をひらく｡
14.1994年4月に新入生の学力調査 (今回は全学
生でなく学部学科から選択)を例年どうり実
施する｡
15.神奈川大学語学検討協議会を発足させ､全学
的に外国語教育の充実を検討し､その実施を
学長 ･各学部に強力に要請する｡(以上)
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